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あんぜんにあるく 

 

 わたしは、まいにちともだちといっしょにとうこうはんでがっこうへいきます。 

 とうこうはんにはおとながいません。だから、みんなできをつけてあるきます。さいし

ょはすこしふあんだったけれど、いまはともだちといっしょなので、あんしんしてあるい

ています。 

 あるひ、しんごうがあおにかわったとき、わたしはあわててあるきだそうとしました。

すると、うしろのともだちが、 

「まって。くるまがきてるよ。」 

とおしえてくれました。もしそのままわたっていたら、とてもあぶなかったとおもいます。

ともだちがちゅういしてくれたので、わたしはたすかりました。 

 いえにかえって、そのはなしをおかあさんにしました。おかあさんは、 

「しんごうがあおでも、すぐにわたらないでくるまがとまったかどうかをよくみること

がたいせつだよ。」 

とおしえてくれました。わたしは、 

「なるほど。」 

とおもいました。それからは、しんごうがあおになっても、いちどとまって、くるまがと

まったかどうかをかくにんするようにしています。 

 また、あるひのばんごはんのときに、かぞくでこうつうあんぜんのはなしをしました。

おとうさんは、 

「くるまのうんてんをしていると、こどもはちいさいからみえにくいときがあるんだよ。」 

とおしえてくれました。それをきいてわたしは、 

「だから、おうだんほどうをわたるときは、てをあげるんだな。」 

とおもいました。これからも、ちゃんとてをあげてわたろうとおもいました。 

 わたしは、かぞくにいろいろなおはなしをきいて、こうつうあんぜんのルールはじぶん

のいのちをまもるためにあるんだとおもいました。ルールをまもらなかったら、じぶんが

けがをしてしまうし、かぞくやともだちもとてもかなしくなってしまいます。 

 これからもわたしは、しんごうをまもり、おうだんほどうではてをあげて、みぎとひだ



りをよくみます。そして、とうこうはんのともだちとこえをかけあって、みんなであんぜ

んにがっこうへいきたいです。かぞくにおしえてもらったことをおもいだしながら、げん

きにまいにちをすごしたいです。 

 


